


要約

1,極小未熟児の早期介入と効果:日常生活行動様式、発達テスト、母親の意識調査など全

ての面において、早期介入群は非介入群と比較して良い結果が得られた。

2,極小未熟児の就学前と就学後の発達:就学前にみられた微細神経徴候の 50%は就学後に

改善されるが、約 30%において認知障害や統合障害を疑わせる所見が存在した。IQ は 4～

6 歳にかけてばかりでなく、FIQ と VIQ は就学後も上昇するものが多い。極小未熟児のフ

ォローは小学校 3年生迄必要である.

3.極小未熟児の就学前の発達障害の頻度:明かな障害児 22%(CP6%、MR16.3%)、学習障害リ

スク児 47.9%(IQ85 以上の行動異常 10.8%、境界 1Q と IQ85 以上で PIQ と VIQ で 15 以上差

のあるもの 37.1%)、完全に正常は 29`8%に過ぎない。しかし就学後 LD リスク児の 30～40%

は改善される可能性がある。


